
七
、
随

筆

　
　
　
ω
　
ハ
レ
ー
彗
星
を
も
う
【
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
桜
蔭
会
報
」
五
五
号
へ
寄
稿
）

　
昨
年
の
夏
は
、
比
較
的
に
炎
天
続
き
で
、
東
北
で
は
五
年
振
り
に
お
米
が
豊
作
だ
そ
う
で
す
が
、

こ
の
豊
作
に
あ
や
か
っ
て
か
、
こ
の
老
生
も
昨
年
満
八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
、
去
る
四
月
二
十

五
日
に
は
、
横
浜
高
等
工
業
学
校
の
初
代
校
長
、
煙
洲
鈴
木
達
治
先
生
の
門
下
生
か
ら
成
る
煙
洲

会
（
代
表
は
菅
要
助
氏
）
が
、
不
肖
私
の
為
に
、
老
生
の
米
寿
と
拙
著
『
煙
洲
先
生
と
横
浜
』
の

出
版
記
念
と
を
兼
ね
て
、
盛
大
な
祝
賀
会
を
、
川
崎
の
駅
ビ
ル
五
階
の
宴
会
場
で
催
し
て
下
さ
い

ま
む
た
。

　
そ
の
折
、
鄭
重
な
御
祝
辞
や
記
念
品
ま
で
頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
り
、
正
に
喜
び
の

二
重
奏
で
あ
り
ま
し
た
。

　
丁
度
こ
の
祝
賀
会
の
当
日
、
午
前
七
時
四
十
分
か
ら
T
B
S
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
こ
の
老
生
の

声
が
僅
か
三
分
間
位
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、
電
波
に
乗
っ
て
流
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
横
浜
在
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住
の
八
十
八
歳
の
老
人
が
若
か
り
し
頃
、
ハ
レ
ー
彗
星
を
見
た
と
い
う
体
験
談
で
し
た
。
私
が
神

中
の
二
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
の
話
で
す
。

　
こ
の
彗
星
が
、
七
十
六
年
を
周
期
と
し
て
地
球
上
か
ら
見
え
る
と
い
う
の
で
、
非
常
な
期
待
を

以
て
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
彗
星
と
の
衝
突
で
、
わ
れ
わ
れ
の
地
球
が
壊
滅
す
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
と
不
安
の
念
に
か
ら
れ
気
の
早
い
連
中
は
、
地
下
壕
ま
で
掘
る
と
い
う
ま
る
で
こ
の
世
の
終

り
を
思
わ
せ
る
騒
ぎ
で
し
た
。

　
こ
の
時
自
分
は
伊
勢
佐
木
町
通
り
の
わ
が
家
（
新
富
亭
）
の
三
階
の
手
摺
り
に
乗
り
出
し
て
、

東
の
空
に
ま
る
で
水
族
館
の
水
槽
内
に
泳
ぐ
細
長
い
不
思
議
な
魚
の
よ
う
な
も
の
を
見
た
の
で
す
。

全
く
夢
幻
的
な
も
の
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
体
験
談
が
電
波
に
乗
っ
た
の
で
す
が
、
一
体
、
誰
が
、
こ
の
私
が
明
治
四
十
三
年
、

神
中
の
二
年
生
の
時
、
こ
の
彗
星
を
見
た
と
い
う
情
報
を
流
し
た
の
で
あ
ろ
う
？

　
こ
の
T
B
S
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
日
本
ハ
レ
ー
彗
星
協
会
の
近
況
報
告
を
述
べ
て
、
新
会
員
を

募
集
す
る
た
め
の
宣
伝
で
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
情
報
時
代
に
活
躍
す
る
こ
の
T
B
S
が
何
処
か
ら
ネ
タ
を
仕
込
ん
だ
の
で
あ
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ろ
う
？
　
そ
も
そ
も
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
ネ
ラ
イ
と
い
う
か
ミ
ソ
は
当
年
八
十
八
歳
と
い
う
老
骨
の

私
で
、
日
本
ハ
レ
i
彗
星
協
会
宣
伝
用
の
ダ
シ
に
使
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
謎
は
、
前
記
四
月
二
十
五
日
の
祝
賀
会
の
当
日
、
や
っ
と
解
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
私
が
、
昭
和
四
年
九
月
十
一
日
付
で
、
横
浜
高
等
工
業
学
校
教
授
に
な
り
ま
し
た
時
、

同
年
四
月
に
初
め
て
創
設
さ
れ
た
造
船
工
学
科
の
第
一
回
卒
業
生
石
川
久
能
君
が
、
前
記
祝
賀
会

の
始
る
直
前
に
、
私
の
と
こ
ろ
に
参
り
ま
し
て
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
い
な
が
ら
一
通
の
封
筒
を
私
に
差

し
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
私
は
、
お
祝
い
の
御
挨
拶
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
場
で
は
開
封
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
会
が
終
っ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
拝
見
し
よ
う
と
、
開
封
し
て
、
そ
の
内
容
を
読
ん
で
見
る
と
、

こ
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

’
そ
れ
は
、
石
川
君
が
、
私
に
は
内
緒
で
前
記
日
本
ハ
レ
ー
彗
星
協
会
へ
、
金
三
千
円
の
入
会
金

を
支
払
っ
て
、
私
を
同
協
会
に
加
入
す
る
手
続
き
を
取
っ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
こ
の
新
会
員
は

横
浜
在
住
の
当
年
八
十
八
歳
の
老
人
、
し
か
も
明
治
四
十
三
年
に
ハ
レ
ー
彗
星
を
見
た
十
九
世
紀

生
き
残
り
の
男
だ
と
分
か
り
、
早
速
、
T
B
S
に
通
報
し
た
も
の
ら
し
い
。
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私
は
、
石
川
君
に
よ
る
御
厚
意
の
秘
密
を
知
ら
ぬ
ま
ま
に
、
前
記
祝
賀
会
で
の
謝
辞
の
終
り
に
、

「
も
し
上
よ
り
の
お
恵
み
、
天
寿
を
頂
け
る
も
の
な
ら
、
再
来
年
（
一
九
八
六
年
）
に
も
う
一
度

ハ
レ
ー
彗
星
を
こ
の
眼
で
見
る
こ
と
が
念
願
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
前
回
、
即
ち
一
九
一
〇
年
に
は
、
中
学
二
年
生
の
私
に
は
ハ
レ
ー
と
い
う
天
文
学
者
が
如
何
な

る
人
物
か
も
知
ら
ず
、
ロ
シ
ア
の
文
豪
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
や
米
国
の
譜
誰
小
説
家
の
マ
ー
ク
・

ト
ウ
ェ
イ
ン
が
こ
の
年
に
死
ん
だ
こ
と
も
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
ト
ル
ス
ト
イ
の

『
戦
争
と
平
和
』
と
い
う
傑
作
や
、
例
の
松
井
須
磨
子
が
『
復
活
』
と
い
う
劇
で
歌
っ
た
カ
チ
ュ

！
シ
ャ
の
歌
が
日
本
の
津
々
浦
々
に
ま
で
広
ま
り
、
ま
た
、
マ
ー
タ
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
『
ト
ム
・

ソ
ー
ヤ
の
冒
険
』
。
が
少
年
の
空
想
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
こ
と
な
ど
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
是
等
の
作

家
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
偉
大
な
二
人
の
作
家
は
ハ
レ
i
彗
星
を
地
球
上

か
ら
見
る
こ
と
の
出
来
た
機
会
、
（
前
回
は
一
八
三
五
年
）
に
二
度
も
恵
ま
れ
な
が
ら
二
回
と
も
そ

の
好
機
を
逸
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
反
し
て
、
こ
の
私
は
「
ハ
レ
ー
彗
星
を
も
う
一
度
見
た
い
」
と
い
う
念
願
を
抱
い
て
い

ま
す
。
然
し
今
度
は
日
本
で
は
見
れ
ま
せ
ん
。
出
来
れ
ば
濠
州
の
シ
ド
ニ
ー
ま
で
出
か
け
た
い
と
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思
っ
て
お
り
ま
す
。
シ
ド
ニ
ー
が
世
界
中
で
最
適
の
地
だ
そ
う
で
す
か
ら
。

『
最
初
に
、
昨
年
は
お
米
が
豊
作
と
申
し
ま
し
た
が
、
私
も
そ
の
豊
作
の
お
蔭
で
、
去
る
九
月
十

五
日
の
敬
老
の
日
に
は
、
横
浜
市
長
と
神
奈
川
県
知
事
の
御
二
人
か
ら
御
祝
辞
や
記
念
品
ま
で
頂

戴
し
ま
し
た
が
、
九
月
二
十
二
日
に
は
県
の
水
曜
会
か
ら
、
米
寿
、
喜
寿
を
迎
え
た
者
及
び
、
秋

の
叙
勲
の
栄
に
浴
し
た
方
達
が
御
招
待
を
頂
き
、
長
洲
知
事
か
ら
御
祝
辞
や
記
念
品
を
頂
き
ま
し

た
。　

そ
の
際
、
右
代
表
と
し
て
老
生
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
、
　
「
ハ
レ
ー
彗
星
を
も

う
一
度
見
る
た
め
に
、
シ
ド
ニ
ー
へ
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

　
お
祝
い
の
食
卓
で
は
知
事
の
長
洲
先
生
の
隣
り
に
坐
っ
て
、
こ
の
聰
明
な
昔
の
同
僚
と
し
ば
ら

く
歓
談
し
ま
し
た
が
、
最
後
に
、
知
事
さ
ん
は
「
是
非
シ
ド
ニ
ー
へ
お
出
か
け
な
さ
い
」
と
私
を

励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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＠
　
国
霞
爵
曽
ロ
ハ
レ
i
彗
星
に
シ
ド
ニ
［
で
再
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
弘
陵
造
船
航
空
会
会
報
」
第
十
二
号
へ
寄
稿
）

　
拙
著
『
あ
の
日
あ
の
時
』
の
中
に
あ
る
「
海
外
旅
行
の
今
昔
」
は
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
体
験

談
で
あ
る
が
、
大
正
十
三
年
、
関
東
大
震
災
の
翌
年
、
妻
子
を
信
州
の
叔
母
の
も
と
に
預
け
て
、

私
は
米
英
へ
の
留
学
の
た
め
、
故
国
を
離
れ
た
。

　
十
二
日
が
か
り
で
太
平
洋
を
横
断
し
て
、
横
浜
か
ら
シ
ア
ト
ル
に
渡
っ
た
直
後
、
日
本
に
残
し

た
妻
子
を
直
ぐ
呼
び
寄
せ
る
予
定
が
、
排
日
法
案
通
過
の
た
め
、
駄
目
と
わ
か
り
、
シ
カ
ゴ
大
学

の
留
学
は
、
サ
マ
ー
・
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
（
夏
季
講
座
）
だ
け
で
切
り
上
げ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ヂ
ア
、
ウ
ォ
シ
ン
ト
ン
、
ボ
ス
ト
ン
等
の
東
部
を
駈
け
足
で
通
り
、
好
き
な
野
球

見
物
で
は
、
三
ヵ
月
の
シ
カ
ゴ
と
十
日
間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
タ
滞
在
中
に
、
六
十
本
の
本
塁
打
記
録

を
つ
く
っ
た
当
時
全
盛
時
代
の
べ
ー
ブ
ル
ー
ス
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
こ
の
東
部
旅
行
を
終
っ
て
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
ヘ
行
き
、
僅
か
二
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら

夢
幻
的
な
オ
ー
ロ
ラ
（
こ
の
地
方
で
は
Z
o
旨
げ
き
凝
ぼ
と
呼
ん
で
い
る
）
を
見
た
感
激
は
こ
の

旅
行
中
の
特
筆
す
べ
き
思
い
出
で
あ
る
。
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ケ
ベ
ッ
ク
か
ら
加
奈
陀
太
平
洋
汽
船
の
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
号
で
大
西
洋

を
七
日
間
で
渡
り
、
英
国
の
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
に
上
陸
し
た
。
こ
の
船
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
結

果
、
独
逸
か
ら
分
捕
っ
た
船
で
、
わ
が
東
洋
汽
船
の
太
洋
丸
の
姉
妹
船
（
二
万
五
千
ト
ン
）
だ
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
大
正
十
四
年
五
月
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
留
学
を
終
り
、
帰
途
に
は
、
リ
バ
プ
ー
ル
に
近
い
バ
ー

タ
ン
ヘ
ッ
ド
か
ら
「
バ
タ
ー
フ
ィ
！
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ワ
ィ
ヤ
ー
」
つ
ま
り
、
　
「
ザ
・
ブ
ル
ー

・
フ
ァ
ネ
ル
・
ラ
イ
ン
」
通
称
、
　
「
青
筒
船
」
の
ピ
ラ
ス
号
（
因
に
同
会
社
の
船
名
は
ギ
リ
シ
ャ

神
話
の
英
雄
名
か
ら
と
っ
た
も
の
が
多
い
）
と
い
う
貨
物
船
の
二
等
、
僅
か
七
十
五
ポ
ン
ド
の
船

賃
で
、
約
一
ヵ
月
半
が
か
り
で
神
戸
に
帰
っ
て
来
た
。
こ
の
船
旅
は
、
地
中
海
を
経
て
、
ス
エ
ズ

運
河
を
通
り
、
イ
ン
ド
洋
を
越
え
て
、
西
洋
か
ら
東
洋
へ
と
、
地
球
を
一
周
す
る
大
旅
行
と
な
っ

た
。　
こ
の
船
旅
は
、
ど
ん
な
に
若
い
日
本
青
年
の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
た
こ
と
か
。
僅
か
十
二
～
三

時
間
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
行
け
る
今
日
、
シ
ド
ニ
ー
ま
で
の
九
時
間
の
飛
行
は
余
り
に
も
物
足
り
な

い
旅
で
、
窓
外
に
は
雲
の
流
れ
が
見
え
惹
だ
け
、
全
く
五
里
霧
中
で
あ
る
。
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た
だ
今
度
の
旅
行
は
、
老
生
に
と
っ
て
、
生
涯
に
ハ
レ
ー
彗
星
を
二
度
見
よ
う
と
い
う
ア
ン
ビ

シ
ァ
ス
な
旅
で
、
そ
の
点
で
は
記
念
す
べ
き
旅
行
で
あ
る
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
の
企
画
に
よ
る
も
の
で
、
同
行
の
孫
の
一
人
が
手
続
き
一
切
を
や
っ
て

く
れ
た
の
で
助
か
っ
た
。
で
も
自
分
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
五
月
一
杯
で
切
れ
る
の
で
、
更
新
の
必
要

上
、
自
分
で
山
下
町
ま
で
出
か
け
て
旅
券
の
申
請
手
続
を
し
た
。
億
劫
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
、

ど
う
や
ら
、
も
う
二
～
三
度
は
海
外
旅
行
が
出
来
そ
う
だ
、
と
若
返
っ
た
気
持
に
な
っ
た
。

　
一
行
は
娘
二
人
と
孫
娘
二
人
の
都
合
五
名
の
同
勢
で
首
尾
よ
く
目
的
を
果
し
て
帰
浜
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

　
シ
ド
ニ
ー
は
、
老
生
が
少
年
時
代
か
ら
あ
こ
が
れ
た
都
市
だ
。
海
の
青
と
、
背
後
の
小
高
い
丘

に
立
ち
並
ぶ
紅
い
屋
根
0
家
並
み
が
、
良
く
調
和
し
て
一
幅
の
絵
で
あ
る
。
そ
う
し
た
紅
い
屋
根

の
連
続
模
様
が
郊
外
ま
で
続
い
て
、
こ
の
土
地
特
有
の
ユ
ー
カ
リ
並
樹
と
が
良
く
マ
ッ
チ
し
て
い

る
。　
ユ
ー
カ
リ
と
云
え
ば
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
ハ
レ
ー
彗
星
の
観
測
地
、
タ
ー
ナ
バ
ラ
ブ
ラ
ン
に
至
る

約
四
五
〇
キ
ロ
の
間
に
は
起
伏
す
る
丘
陵
が
あ
っ
て
、
最
高
約
一
、
○
O
O
米
の
峠
ま
で
、
こ
の
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ユ
ー
カ
リ
の
密
林
で
被
わ
れ
、
　
こ
れ
が
ブ
ル
i
・
マ
ウ
ン
テ
ン
（
匹
5
ζ
o
§
琶
昌
）
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
こ
の
名
称
の
起
原
は
、
夕
日
に
、
ユ
ー
カ
リ
の
密
林
が
照
り
映
え
て
、
青
々
と
光
り
輝

き
、
実
に
美
し
い
か
ら
だ
そ
う
だ
。

　
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
の
観
光
バ
ス
は
こ
の
峠
を
越
え
て
観
測
地
へ
と
走
る
。
こ
の
ブ
ル
ー
・
マ
ウ

ン
テ
ン
に
到
る
ま
で
に
は
草
原
が
幾
つ
も
あ
り
、
中
に
は
立
派
な
欄
を
め
ぐ
ら
し
た
競
馬
場
も
あ

っ
た
。
ガ
イ
ド
嬢
の
話
で
は
、
あ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
元
大
統
領
、
マ
ル
コ
ス
の
所
有
地
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
老
生
は
、
こ
れ
を
聞
い
て
、
　
「
マ
ル
コ
ス
」
じ
ゃ
な
い
、
「
ま
あ
ー
こ
す
い
」
と
思

っ
た
。

　
タ
ー
ナ
バ
ラ
ブ
ラ
ン
で
は
二
回
ハ
レ
ー
彗
星
を
観
測
し
た
。
零
時
か
ら
午
前
三
時
半
ま
で
で
あ

る
。　

空
を
仰
げ
ば
満
天
の
星
。
天
の
川
も
南
十
字
星
も
実
に
き
れ
い
だ
。
土
星
も
美
し
い
。
唯
惜
し

む
ら
く
は
、
月
が
余
り
に
さ
わ
や
か
で
あ
る
。
こ
の
月
の
下
方
に
一
段
と
輝
く
星
が
一
つ
あ
る
。

そ
れ
は
火
星
だ
。
こ
の
火
星
の
右
方
へ
視
線
を
移
し
て
行
く
と
、
そ
こ
に
微
か
に
怪
し
げ
な
光
を

放
つ
星
が
あ
る
”
”
そ
れ
が
ハ
レ
ー
だ
。
、
一
九
一
〇
年
の
と
き
の
よ
う
に
明
瞭
に
は
見
え
な
い
。
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然
し
こ
の
眼
で
そ
の
姿
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
と
き
、
思
わ
ず
、
ア
ル
キ
メ
デ
ス
が
あ

の
発
見
の
喜
び
に
放
っ
た
と
い
う
言
葉
、
「
国
霞
。
訂
」
と
口
ず
さ
ん
だ
。
「
や
っ
た
ぞ
」
　
と
い
う
訳

で
あ
る
。

　
自
分
は
二
回
と
も
こ
の
彗
星
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
瞳
を
こ
ら
し
て
見
据
え
る
の
で
あ
っ
た
。

　
兎
に
角
、
わ
が
生
涯
に
お
い
て
ハ
レ
i
彗
星
を
二
度
観
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
は
、
全
く
上

よ
り
の
お
恵
み
で
あ
る
。
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